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1) ドップは，スウィ ジ←「資本主義尭展の理論」の "BookReview"のなかで! このスウ
イー ジー の紹介は「余りに無批判的」だと去っているロ Science and Society， Vol. VII， No 
3， 1943， p. 274 
2) Bohm.BawerJ(，ι a. O. (" Abschlus'弘 S.141，訳， 69ベジ。
3) Bortkiewicz， Wertrechnung “， JUli 1907， S.16，訳， 116ベージ。
4) リカー ドの価値法則は 芹1潤串均等の法則とオ属している。 ここに二つの経済構則聞
のー 矛盾，一つの二律背反があるJ，ェγゲルス「哲学の貧困」ドイツ語第1版序文，Mar:;.E:似gels
Werke， Bd. 21. 1962， S.179，高木叡，国民文庫， 31ベー タ。












費用価格はB. C. Dの利潤を含むかもしれず. B. C. Dなどの費用価格にもAの
利潤が入りこむかもしれない。そこで計算してみれば.Aの利潤はA自身の費用価格


































































































めこの他 K.Marx. Theori叫仙，d印 Mehr山 'It，3 Teu. 1962， S. 167-168，マルエY全
集，錦11巻，改造社版， 2出戸206ベ ジに同一趣旨の言があるが 軒数日都合上省略する。
6) Sweezy， Developme副， p. 116，訳， 157-158ベジ。
7) 桜井毅，転形問題， r資本論講座4J昭和39午所収， 119-120ベ←ジ。


























I. 8uc+2uv 100 0/0 20 120 20 r;:も
II.7Uc+3uv 100 0/0 30 130 30 ~も
m. 6uc+4uv 100';も 40 140 40 0/0 
IV. 85c+15v 1口00/0 15 115 15 0/0 












織布室ーーをなすものとみなせば， r資本 500の平均構成は 390c十1l0v，す
なわち百分比では 78c+22vであろう。」と云い，次のようにつづける。
「各資本100を総資本の主分のーにすぎ自ものと若なすならば，その構成は右の平
均構成 78c+22vであろう。同様に，各 100には平均剰余価直として 22が帰属する
であろう。だから利潤の平均率は220/0であれ最後に500によって生産された総生産








産価格である。J(山d.J S. 181-182) 
そしてきちには，第2篇「利潤の平均利潤への転形J(第 B章利潤率の相違，
11) 鈴木鴻一郎教援はこの引用文について「ここで注意すべき点は』マルク久が総剰余価値 110を










価値の生産価栴への転形と費用価格 (289) 69 


























13) 先0;例解では， ，各生陸部面の菅本壱それぞれ100と但定」していた.'， それはたんに「諾;['1
潤串の百分比的差異」を示すためであり"個々の生産部面の特暁的利閏率は，充用資本が100であ


























とか「マルクスは 資本移動の過程を考えなかったJ (持丸，前掲論文， 35ペー ジ)と云うの
はiEし〈ないと思われるロ前住毒照。
14) との意味は， rマルクスが価値の生産価格への転静を中途までしか行わなかったJ(Sweezy， 
op. cit.， p. 115，訳， 157ペー ジ)ととるへきでなく，本土のように解釈すべきであろう。
15) 一般的利潤率は 剰余面値の一部が， 方の資本家から他方の資本家に移転される
(也bertragen)とし、うことを通じてだけ可能であるJMarx， Grund内sse，s. 339.訳， (li)， 367 
ベ}ジ。



















































らの価値から背離しているために， この Cの価値よりも 80cの方が大または
小」でありうるとか I労賃の消費に入りこむ商品の生産価格が価値と相違す




19) 前喝 Sweezy 版ベェームの英訳本への書評。 Econom~'c Jou円~al ， June 1950， p.362，戸田
他訳「マノレタス経詩学」附録.138ベー ジロ
価値の生産価格への転形と費用価格 (293) 73 























20) Marx， Grundrisse， S.647，訳，(W)， 715ベジ。
21) r問題は マルクスの総価値=総価枠総剰余価植=総矛山聞という命題を『価怖の価格への三重
の転イ七」の場合において1 いかに理解するかということに帰着する。」門屋英いわゆる「転











(1) (2) =(1()3+) (2) (4) (5) =(3()6+) (5) =(R()7+) (4) 価髄~(格白()8のー)ら(価の7) 資 本
消た耗cされ 剰余価値可変資本費用価格 平均利潤生産価格価値
I.80c十20v 50 20 70 20 22 92 90 + 2 
n .70c+30v 51 30 81 30 22 103 111 - 8 
m.60c+40v 51 40 91 40 22 113 131 18 
N.85c十15v 40 15 55 15 22 77 70 + 7 
V.95c+ 5v 10 5 15 5 22 37 20 +17 






潤串均等化と生産価格， r経済学季報」昭和36年12月号， 28ベ ジ)0 rマルクスの『転形』での
平均ポIJ潤平の規定j 紘計一世の一命題は支持しがたし、J(大島雄一「価格と資本の理繭J308へー
ジ。 cf.310， 326-7ベ ジ)0 rマルクスの『総計一致』の命題は無意味であるか 誤りである」
(置塩信雄，価値と価椅，神戸大学「経緯学研究」年報1.昭和，.年， 266ペー ジ〕。その他，降揖
前掲書， 244ベ ジ;大内「価値請の形成J383-4へージ，桜井前掲「マルクス価格理論の再検討」
所収論文， 107， 110ページ，持丸前掲論X.37-8ペー ジ j 置塩「貰本論講座4J所担論文.105-106 
ベ ジj 等。もちろんボルトケゲ 4ツチ，スウィージ←も同様である。なお，これらの論者の共
通の論拠は，価値タームと価格タ←ムが次元がらがうとし、うことであるが，この詳しし 1検討は別
稿でいずれ行ないたし、。
価値の生産価格への転形と豊用価格 (295) 75 






















































23) 桜井，前掲「マルクス価格理論の再植討」所収論士 75-76ベー ジ。
24) 向上， 114-115へー ジ。
25) 桜井，前掲「資本論講座J丹下担論支 120-121へー ジ。

















分割し，かりに商品.1， I， 皿aがこの費用価格総額を填補し，商品 IDb'N， 
Vが， 単純再生産の仮定のもとでは， 全て資本家用生活手段， 者{多品を填補
すると仮定しよう叫。生産物 1. 1， ID a.の価値 (90，111， 111)が生産価格















29) 拡大再生産のばあいにはj 商品mb. W， Yの一部分が追加的費用価格にむかうが，そのぼあ
いでも以下の推論に変りはない。
78 (298) 第98巻第4号
(92， 103， 96)に転形した上で， 費用価格に入りこむという上の仮定のもとで
は，総費用価格の価値312は291の生産価格に転じ，かくして，総費用価格に









E 871 228 22 f 63 103 f 291 111 f 312 -8 ， -21 填補する商
][a 19 96 111 15 晶
][b 資本家用生
W 55 ，84 77 } 131 70 ， 111 十7，+21 活手段およ
V 15 22 37 20 +17 び脊f多品
計 312 110 422 422 O 
第7査にもとずき作成。第E部面は，二つに分割してある。
しかるに他方，例の「一定の再生産過程外に排出される生産物J，すなわち
資本家用生活手段および脊修品を考えてみるに， これらの商品 Ib. lV， V 
もまたその価値20，70， 20壱各々生産価格17，77， 37に転ずべきであって，
価値と生産価格の背離は mò:17-20~-3， W:77-70~+7， V:37-20=+17 




ケずィッチの代数的転形式(前稿， 53ページ壱みよ〕におけ 15x， Y. zの上うに，
相互に無関係に，独立I~措定されたものでなし相互依存的，相互制約的なも
のであり，その背離量巷総計すればOとなるようなものなのであるからである。






































格291は，商品 1， n， II.の生産価格の合計 (92+103+96)であり，商品 Iの
生産価格は， 92=7QK， +22P， (Kは価値でのもともとの費用価格， Pは平均利潤，





92 103 96 一一一一291= (70K， +22P，) + (81K，+22P，)十 (77K，.+ 19P，.) 
= (70K，十81K，+ 77K，.)十(22P，十22P，+19P..) 
(2) 資本家用消費手段・著修品
17 77 37 一一一131= (14K，+3P，，)十 (55K，十22Pρ十(15K，+ 22P ，) 
= (14K，+55K盆+15K，) + (3P" + 22P， + 22P ，)
計社会的総生彦物
422 = (70K， + 81K. + 77K.. + 14K"十55K，+15K，)
+ (22P， +22P.+19P.. +3P，+22P，+22P，) 
=312K+1l0P 






















































イツチ J (，)論文，邑4ペー ジ)。
